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(57)【要約】
【課題】プレー特性及び寛容度を向上させたゴルフクラ
ブヘッドを提供する。
【解決手段】凹み部分（20）を備えた中空ゴルフクラブ
ヘッド（１）は、金属製部分及びプラスチック等の軽量
部分を有する。凹み部分により非常に薄い部分を有する
と共に所要の構造剛性を維持したヘッドが得られる。プ
レー特性を向上させる重りインサートを収容する凸状膨
らみ（22）が設けられる。クラブヘッド金属製部分は、
数個の軽量インサートが収納されるフレームの外観を呈
する。軽量インサートをクラウン（13）、スカート（14
）及びソール（12）内に収納できる。クラブヘッドを同
時成形により作ることができ、それにより溶接又は接着
が不要であり、多くの有利な仕方で使用されるべき質量
分が空けられる。クラブヘッドは、プレー特性及び寛容
度を向上させるよう大型であるのがよい。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　金属材料で作られ、開口部が形成された第１の本体部分と、
　前記開口部内に位置決めされた状態で、接着剤又は溶接部を用いないで同時成形により
前記第１の本体部分に接合されたインサートとを有する、
　ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記インサートが軽量材料で作られている、請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記軽量材料は、複合材、ポリプロピレン、ケブラー、マグネシウム、熱可塑性樹脂、
プラスチック、ポリマー、及び低密度金属合金のうちの１つ又は２つ以上を含む、請求項
２記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記第１の本体部分には、第２の開口部が形成され、前記ゴルフクラブヘッドは、前記
第２の開口部内に収納された第２のインサートを更に有する、請求項１記載のゴルフクラ
ブヘッド。
【請求項５】
　前記第２のインサートは、複合材、ポリプロピレン、ケブラー、マグネシウム、熱可塑
性樹脂、プラスチック、ポリマー、及び低密度金属合金のうちの１つ又は２つ以上を含む
軽量材料で作られている、請求項４記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記ゴルフクラブヘッドは、ソールを有し、前記ソールのトウ側に位置決めされた第１
の重りインサートと、前記ソールのヒール側に位置決めされた第２の重りインサートとを
更に有し、前記第１及び前記第２の重りインサートは各々、２グラム～３５グラムの質量
を有する、請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記ソール上の中心点は、前記ゴルフクラブヘッドの最も下の点を定め、
　前記第１及び前記第２の重りインサートの各々の重心は、前記中心点よりも少なくとも
０．５インチ（１２．７ｍｍ）後方のところに位置し、前記第１の重りインサートについ
ては前記中心点から前記ゴルフクラブヘッドのトウに向かって少なくとも０．７５インチ
（１９．０５ｍｍ）、前記第２の重りインサートについては前記中心点から前記ゴルフク
ラブヘッドのヒールに向かって少なくとも０．７５インチ（１９．０５ｍｍ）のところに
位置し、且つ前記中心点よりも最大０．２５インチ（６．３５ｍｍ）上方のところに位置
している、請求項６記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記ゴルフクラブヘッドは、表面積が４０ｃｍ2よりも大きなフェースを有する、請求
項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記ゴルフクラブヘッドは、表面積が１００ｃｍ2よりも大きなクラウンを有する、請
求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　前記ゴルフクラブヘッドは、打撃フェース及びソールを有し、
　前記打撃フェースは、表面積が４０ｃｍ2よりも大きく、
　前記ゴルフクラブヘッドは、前記ソールよりも約１インチ（２５．４ｍｍ）以下の距離
上方のところに位置する重心を有する、請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記ゴルフクラブヘッドは、ヒール－トウ方向に測定した深さを有する打撃フェースを
有すると共に前記ゴルフクラブヘッドは、フェース－リヤ方向に測定した深さを有し、
　前記深さは、４．５～５インチ（１１．４３～１２．７０ｃｍ）であり、
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　前記幅は、４．５～５インチ（１１．４３～１２．７０ｃｍ）である、請求項１記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記深さは、前記幅の±０．２５インチ（６．３５ｍｍ）以内である、請求項１１記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　前記ゴルフクラブヘッドは、ソール－クラウン方向で測定して２．５～２．８インチ（
６．３５～７．１１ｃｍ）の高さを有する打撃フェースを有する、請求項１記載のゴルフ
クラブヘッド。
【請求項１４】
　前記ゴルフクラブヘッドは、１．５よりも大きなアスペクト比を備えた打撃フェースを
有する、請求項１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　前記ゴルフクラブヘッドは、重心、外周を備えたクラウン、及びソールを有し、前記外
周の少なくとも３５％は、前記重心のソール側に位置している、請求項１記載のゴルフク
ラブヘッド。
【請求項１６】
　ゴルフクラブヘッドを製作する方法であって、
　開口部を有する初期クラブヘッド本体を用意し、
　前記初期クラブヘッド本体を金型内に位置決めし、
　成形材料を前記開口部に隣接して前記金型内に挿入し、
　前記成形材料を成形し、
　前記ゴルフクラブヘッドを前記金型から取り出すステップことを含む、
　方法。
【請求項１７】
　袋を前記初期クラブヘッド本体内に入れた状態で前記金型内に挿入することを更に含む
、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記初期クラブヘッド本体を用意する工程が、前記開口部が前記初期クラブヘッドのス
カート領域内に位置する初期クラブヘッド本体を用意することを含む、請求項１６記載の
方法。
【請求項１９】
　前記初期クラブヘッド本体を用意する工程が、前記開口部が前記初期クラブヘッドのク
ラウン領域内に位置する初期クラブヘッド本体を用意することを含む、請求項１６記載の
方法。
【請求項２０】
　前記挿入工程が、流体成形材料を前記金型内に挿入することを含む、請求項１６記載の
方法。
【請求項２１】
　前記挿入工程が、複数種類の流体材料を混合し、前記混合流体を前記金型内に挿入する
ことを更に含む、請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　前記挿入工程が、複合材料の１枚又は２枚以上のプライを前記金型内に位置決めするこ
とを含む、請求項１６記載の方法。
【請求項２３】
　前記初期クラブヘッド本体を用意する工程が、材料を前駆体としてのクラブヘッド本体
から除去して前記初期クラブヘッド本体を形成することを含む、請求項１６記載の方法。
【請求項２４】
　ゴルフクラブヘッドであって、打撃フェース、ソール、クラウン、ヒール、及びトウを
備えた本体を有し、前記打撃フェースは、ヒール－トウ方向に測定した幅及びソール－ク
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ラウン方向に測定した高さを有し、
　前記打撃フェースは、４０ｃｍ2よりも大きな表面積を有し、
　前記幅を前記高さで除算して定められるアスペクト比は、１．５よりも大きい、ゴルフ
クラブヘッド。
【請求項２５】
　前記表面積は、４５ｃｍ2よりも大きい、請求項２４記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２６】
　前記表面積は、５０ｃｍ2よりも大きい、請求項２４記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２７】
　前記アスペクト比は、１．７よりも大きい、請求項２４記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２８】
　前記クラウンの表面積は、１００ｃｍ2よりも大きい、請求項２４記載のゴルフクラブ
ヘッド。
【請求項２９】
　前記クラウンの少なくとも一部分は、複合材、ポリプロピレン、ケブラー、マグネシウ
ム、熱可塑性樹脂、プラスチック、ポリマー、及び低密度金属合金から成る群から選択さ
れた材料で作られたインサートである、請求項２４記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３０】
　前記ソールの少なくとも一部分は、複合材、ポリプロピレン、ケブラー、マグネシウム
、熱可塑性樹脂、プラスチック、ポリマー、及び低密度金属合金から成る群から選択され
た材料で作られたインサートである、請求項２４記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３１】
　前記ソールのトウ側に位置決めされた第１の重りインサートと、前記ソールのヒール側
に位置決めされた第２の重りインサートとを更に有し、前記第１及び前記第２の重りイン
サートは各々、２グラム～３５グラムの質量を有する、請求項２４記載のゴルフクラブヘ
ッド。
【請求項３２】
　前記ソール上の中心点は、前記ゴルフクラブヘッドの最も下の点を定め、
　前記第１及び前記第２の重りインサートの各々の重心は、前記中心点よりも少なくとも
０．５インチ（１２．７ｍｍ）後方のところに位置し、前記第１の重りインサートについ
ては前記中心点から前記ゴルフクラブヘッドのトウに向かって少なくとも０．７５インチ
（１９．０５ｍｍ）、前記第２の重りインサートについては前記中心点から前記ゴルフク
ラブヘッドのヒールに向かって少なくとも０．７５インチ（１９．０５ｍｍ）のところに
位置し、且つ前記中心点よりも最大０．２５インチ（６．３５ｍｍ）上方のところに位置
している、請求項３１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３３】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　打撃フェースと、ソールと、クラウンとを備えた本体を有し、
　前記打撃フェースは、４０ｃｍ2よりも大きな表面積を有し、前記ゴルフクラブヘッド
は、前記ソールよりも約１インチ（２．５４ｃｍ）以下の距離上方に位置する重心を有す
る、
　ゴルフクラブヘッド。
【請求項３４】
　前記表面積は、４５ｃｍ2よりも大きい、請求項３３記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３５】
　前記打撃フェースのアスペクト比は、１．５よりも大きい、請求項３３記載のゴルフク
ラブヘッド。
【請求項３６】
　前記ゴルフクラブヘッドは、４００ｃｍ3よりも大きな体積を有する、請求項３３記載
のゴルフクラブヘッド。
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【請求項３７】
　前記体積は、４２５ｃｍ3よりも大きい、請求項３６記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３８】
　前記クラウンの表面積は、１００ｃｍ2よりも大きい、請求項３３記載のゴルフクラブ
ヘッド。
【請求項３９】
　実質的に前記ゴルフクラブヘッドの中心でクラウン－フェース交点から前記クラウンの
後縁まで測った距離は、４インチ（１０．１６ｃｍ）よりも大きい、請求項３３記載のゴ
ルフクラブヘッド。
【請求項４０】
　前記距離は、４．２５インチ（１０．８０ｃｍ）よりも大きい、請求項３９記載のゴル
フクラブヘッド。
【請求項４１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　打撃フェースと、クラウンと、ソールと、ヒールと、トウと、リヤとを備えた本体を有
し、前記打撃フェースは、ヒール－トウ方向に測定した幅を有し、前記ゴルフクラブヘッ
ドは、フェース－リヤ方向に測定した深さを有し、
　前記打撃フェースは、４０ｃｍ2よりも大きな表面積を有し、
　前記深さは、４．５～５インチ（１１．４３～１２．７０ｃｍ）である、
　ゴルフクラブヘッド。
【請求項４２】
　前記深さは、前記幅の±０．２５インチ（６．３５ｍｍ）以内である、請求項４１記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項４３】
　前記深さは、４．５～５インチ（１１．４３～１２．７０ｃｍ）であり、
　前記幅は、４．５～５インチ（１１．４３～１２．７０ｃｍ）である、請求項４１記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項４４】
　前記表面積は、４５ｃｍ2よりも大きい、請求項４１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４５】
　前記打撃フェースは、ソール－クラウン方向で測定して２．５～２．８インチ（６．３
５～７．１１ｃｍ）の高さを有する、請求項４１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４６】
　前記クラウンの表面積は、１００ｃｍ2よりも大きい、請求項４１記載のゴルフクラブ
ヘッド。
【請求項４７】
　重心を備えたゴルフクラブヘッドであって、
　打撃フェースと、ソールと、クラウンとを備えた本体を有し、前記クラウンは、外周を
有し、
　前記外周のうちの少なくとも３５％は、前記重心のソール側に位置している、
　ゴルフクラブヘッド。
【請求項４８】
　前記外周の少なくとも４０％は、前記重心のソール側に位置している、請求項４７記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項４９】
　前記クラウンは、補剛リブ及び少なくとも１つの凹み領域を有する、請求項４７記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項５０】
　前記クラウンの上から見て、前記補剛リブは、凸プロフィールを有し、前記凹み領域は
、凹プロフィールを有する、請求項４９記載のゴルフクラブヘッド。



(6) JP 2008-114080 A 2008.5.22

10

20

30

40

50

【請求項５１】
　前記クラウンは、２つの凹み領域を有し、前記凹み領域は各々、２．８～３．５インチ
（７．１１～８．８９ｃｍ）の深さ及び１．９～２．６インチ（４．８３～６．６０ｃｍ
）の幅を有する、請求項４９記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５２】
　前記凹み領域のうちの第１の凹み領域は、２．９～３．５インチ（７．３７～８．８９
ｃｍ）の深さ及び２．２～２．６インチ（５．５９～６．６０ｃｍ）の幅を有し、
　前記凹み領域のうちの第２の凹み領域は、２．８～３．４インチ（７．１１～８．６４
ｃｍ）の深さ及び１．９～２．３インチ（４．８３～５．８４ｃｍ）の幅を有する、請求
項５１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５３】
　前記凹み領域は各々、同一寸法のものである、請求項５１記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５４】
　前記補剛リブは、前記重心のクラウン側に位置し、前記凹み領域は、前記重心のソール
側に位置している、請求項４９記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５５】
　前記打撃フェースは、４０ｃｍ2よりも大きな表面積を有する、請求項４７記載のゴル
フクラブヘッド。
【請求項５６】
　前記ゴルフクラブヘッドは、フロント高さ及び前記フロント高さの２５％以下のリヤ高
さを有する、請求項４７記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５７】
　重心を備えたゴルフクラブであって、
　打撃フェースを備えた本体を有し、
　前記打撃フェースは、４０ｃｍ2よりも大きな表面積を有し、
　前記ゴルフクラブヘッドは、前記重心を通る垂直軸線回りに２６０ｋｇ・ｍｍ2よりも
大きな慣性モーメントを有する、ゴルフクラブヘッド。
【請求項５８】
　前記ゴルフクラブヘッドは、前記重心を通る水平軸線回りに４２０ｋｇ・ｍｍ2よりも
大きな慣性モーメントを有する、請求項５７記載のゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴルフクラブに関し、特に、本発明は、物理的属性を向上させた大型ウッド
タイプのゴルフクラブヘッドに関する。
【０００２】
　なお、本願は、現在係属中の２００６年２月２８日に出願された米国特許出願第１１／
３６３，０９８号の一部継続出願であり、この米国特許出願は、１）現在係属中の２００
５年４月２１日に出願された米国特許出願第１１／１１０，７３３号の一部継続出願であ
ると共に２）現在係属中の２００５年７月１３日に出願された米国特許出願第１１／１８
０，４０６号の一部継続出願である。これら特許文献の各々を参照により引用し、その記
載内容全体を本明細書の一部とする。
【背景技術】
【０００３】
　ゴルフクラブヘッドは、多種多様な形態及び種類、例えば、ウッドタイプ又はメタルタ
イプ（ドライバ及びフェアウェイウッドを含む）、アイアンタイプ（ウェッジタイプクラ
ブヘッドを含む）、ユーティリティタイプ、スペシャリティタイプ及びパタータイプで売
られている。これらスタイルは各々、規定された機能及び組成又は構成を有している。本
発明は、主として、中空ゴルフクラブヘッド、例えばウッドタイプ及びユーティリティタ
イプのゴルフクラブヘッド（一般に、ウッドタイプゴルフクラブヘッドと呼ばれる）に関
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する。
【０００４】
　ウッドタイプゴルフクラブヘッドは、一般に、フロント又は打撃フェース、クラウン、
ソール、及び弧状スカートを有し、この弧状スカートは、ヒール、トウ、及びバックを含
む。クラウン及びスカートは、「シェル」と呼ばれる場合がある。フロントフェースは、
ゴルフクラブとインターフェイスをなしてこれを打つ。「スコアライン」と呼ばれる場合
のある複数個の溝がボールにスピンをかけるのを助けるため及び装飾的目的でフェースに
設けられる場合がある。クラウンは、一般に、特定の見た目をゴルファーにもたらすと共
に構造剛性を打撃フェースにもたらすよう構成されている。ゴルフクラブのソールは、ス
イングの際に地面に接触してこれと相互作用する。
【０００５】
　ウッドタイプゴルフクラブの設計及び製造では、クラブヘッドの構成に十分に注意を払
うことが必要である。考慮しなければならない多くの要因の中には、材料の選択、材料の
処理、構造剛性及び全体的な幾何学的設計がある。例示の幾何学的設計に関する検討事項
としては、ロフトアングル、ライアングル、フェースアングル、水平フェース膨らみ、垂
直フェースロール、フェースサイズ、ソール曲率、重心及びヘッドの全体的重量が挙げら
れる。クラブヘッドの内部設計は、例えばホーゼル又はシャフト取付け手段、フェース又
はクラブヘッドの本体に施される周囲重みづけ、中空クラブヘッド内の充填材を設けるこ
とにより特定の特性を達成するよう特別仕立てできる。クラブヘッドは、典型的には、ス
テンレス鋼、アルミニウム又はチタンで形成され、鋳造され、例えば板金を圧力で形成す
ることにより型打ちされ、鍛造され又はこれらプロセスのうちの任意の２つ又は３つ以上
の組合せによって形成される。クラブヘッドは、インサート、例えばソールプレート又は
クラウンプレートを備えた設計のクラブヘッドの場合にはしばしば見られるように、多数
個の部品を互いに溶接し又は違ったやり方で接合して中空ヘッドを形成することにより形
成される場合がある。多部品（多材質）構造は、クラブヘッド内に形成されたキャビティ
への接近を容易にし、それによりヘッドへの、種々の他のコンポーネント、例えば、内部
ウエイト又はクラブシャフトの取付けを可能にする。キャビティは、空のままであっても
良く、或いは、例えばフォームで部分的に又は完全に満たされても良い。正しいスイング
重量をもたらすと共にクラブヘッド内に存在する場合のあるデブリを集めてこれを保持す
るために接着剤をクラブヘッド内に注入するのが良い。加うるに、高い寸法公差に合わせ
て一体形クラブヘッドを製造する際の問題により、多部品構造を利用することにより、ク
ラブヘッドを厳密な規格セットに合わせて製造することができる。
【０００６】
　ウッドタイプゴルフクラブを金属材料で製作することが知られている。これらクラブは
元来、主として耐久性のある金属、例えばステンレス鋼、アルミニウム、ベリリウム銅等
を金属本体、フェース及びホーゼルを有する一体構造の状態に鋳造することによって製造
されていた。技術の進歩につれて、通常チタン材料を用いることによりクラブのフェース
の性能を向上させることが望ましいことになった。
【０００７】
　アマチュアゴルファーのうちで高い割合の人が、常時自分のショットでより長い距離を
稼ごうとしている状態に鑑みて、ゴルフ業界は、距離を念頭に置いて特別に設計されたゴ
ルフクラブを提供することによりこれに応えようとした。ウッドタイプゴルフクラブのヘ
ッドサイズが増大し、それにより、ゴルフクラブは、慣性モーメントが高くなり、この高
い慣性モーメントにより、心外れ（オフセンタ）打ちの際の捩りに抵抗する能力が高くな
った。ウッドタイプクラブヘッドが大型になるにつれて、その重心は、フェースから後方
へ遠ざけられてトウ寄りに位置することになり、その結果、打つと高く且つ予想よりも一
層右側に上がるようになる（右利きのゴルファーの場合）。大型クラブヘッドのロフトを
減少させることによりこれを補償することができる。重心がホーゼル軸線から一段と遠ざ
けられているので、ヘッドが大型であると、これらゴルフクラブは、接触の際に開いたま
まになる場合があり、それにより「スライス」効果が誘発される（右利きのゴルファーの
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場合、ボールは、右側に逸れる）。ヘッドを片寄らせると共に（或いは）フックフェース
アングルを取り入れると、インパクト時にフェースを「直角にする」ことによってこれを
補償するのを助けることができるが、「スライス」傾向を無くす必要がある。
【０００８】
　平均的なゴルファーにより長い距離をもたらす近年における別の画期的技術は、大型の
ゴルフクラブを製作する一方で、首尾一貫して薄いシェル厚さを鋳造すると共に軽量の材
料、例えばチタン、マグネシウム及び複合材を用いることにより重量を一定に又はそれど
ころか軽く保つことにある。また、クラブのフェースは、着実に極めて薄くなっている。
というのは、フェースが薄いと、はね返り係数（ＣＯＲ）と呼ばれている値が最大になる
からである。インパクト時におけるフェースのはね返りが大きいと、それだけ一層多くの
エネルギーがボールに伝えられ、それにより結果的に得られるショット距離が長くなる。
【０００９】
　ゴルフクラブをボールとの接触時に開いた状態から減少させるのに役立つようにするた
めにウッドタイプクラブヘッドの重量分布を改良する公知の方法としては、鋳物としての
本体それ自体に重り（ウエイト）を追加し又はクラブ内の或る箇所に重り要素を巧妙に追
加することが挙げられる。重り要素をウッドタイプクラブヘッド中に組み込む多くの技術
的努力が行われた。これら重り要素は、通常、プラスの影響をボールの飛距離に与え又は
特定のゴルファーの欠点に打ち勝つ特定の場所に配置される。上述したように、ハンディ
キャップの大きなゴルファーの主要な問題の分野は、「スライス」傾向であり、このスラ
イスは、ボールを右に逸らせることに加えて、大きなスピンをボールにかけるので、全体
的なショット距離が一層短くなる。この傾向を減少させるため、本発明は、重り要素を直
接クラブヘッド内に配置することを教示している。重り要素の配置場所は、ボールのスピ
ンを減少させると共に「ドロー（draw）（右利きのゴルファーにとっては右から左へのボ
ールの飛行）」がボール飛行に与えられるように設計される。このボール飛行パターンは
又、距離に挑戦しているゴルファーに役立つよう設計される。というのは、スピン速度が
低いボールは、一般に、スピン速度が高いボールの場合よりも最初に地面に接触した後が
長い距離転がるからである。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、プレー特性（playability ）を向上させた大型ウッドタイプゴルフクラブヘ
ッドに関する。クラブヘッドは、内容積部を構成する複数個の本体部材で形成されるのが
良い。第１の本体部材は、金属材料で作られ、この第１の本体部材は、ソール部分及びフ
ェース部分を有する。第２の本体部分が、軽量材料、例えばプラスチック、複合材又は低
密度金属材料の非常に薄いシートで作られる。第２の本体部分は、クラブヘッドスカート
の少なくとも一部分を構成し、この第２の本体部分は、クラブヘッドの内容積部内に延び
る１つ又は２つ以上の凹み部分を有する。これら凹みは、非常に薄いパネルであるのが良
い第２の本体部分に構造剛性をもたらす。
【００１１】
　第２の本体部材は、全体として内容積部から遠ざかって延びる１つ又は２つ以上の凸状
膨らみを更に有するのが良いが、このようにするかどうかは任意である。インサート、例
えば重りインサートを凸状膨らみ内に位置決めするのが良い。重りインサートの注意深い
位置決めにより、設計者は、ゴルフクラブのプレー特性を向上させると共に、特定のスイ
ングタイプに合わせてクラブを特別仕立てできる。第１の本体部材は、クラブヘッドソー
ルの大部分を形成するのが良く、第２の本体部材は、クラブヘッドクラウンの大部分を形
成するのが良い。この重りの位置決めにより、ゴルフクラブのプレー特性が一段と向上す
る。
【００１２】
　クラブヘッドは、打撃フェースから見て極めて低く且つ後ろに位置決めされた補助重り
を有するのが良い。ソールプレート上の中心点は、クラブヘッドの最も下の点を定め、一
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実施形態では、中心点は、クラブヘッドが５９゜のライアングルの状態にあるとき、クラ
ブヘッドを重心の真下に位置する。補助重りの重心は、中心点から所定距離を置いたとこ
ろに位置決めされる。好ましくは、各補助重りの重心は、中心点よりも少なくとも０．５
インチ（１２．７ｍｍ）後方のところに位置し、第１の重りインサートについては中心点
からゴルフクラブヘッドのトウに向かって少なくとも０．７５インチ（１９．０５ｍｍ）
、第２の重りインサートについては中心点からゴルフクラブヘッドのヒールに向かって少
なくとも０．７５インチ（１９．０５ｍｍ）のところに位置し、且つ中心点よりも最大０
．２５インチ（６．３５ｍｍ）上方のところに位置し、それにより、補助重りの位置は、
クラブヘッドの自然な輪郭の外方に膨らむことにより、ゴルフクラブヘッドの伝統的な見
た目を変える。
【００１３】
　補助重りをホーゼル中心線がソールプレートと交差する点を参照して配置するのが良い
。次に、この距離を打撃フェースの後面からその中点のところで測定して交点を求める。
好ましくは、クラブヘッドが５９゜のライアングルにある状態で、補助重りが各々、交点
よりも少なくとも０．５インチ（１２．７ｍｍ）後方のところ、ヒールかトウかのいずれ
かに向かって少なくとも０．７５インチ（１９．０５ｍｍ）のところ、且つ交点よりも最
大０．２５インチ（６．３５ｍｍ）上方のところに位置する。
【００１４】
　クラブヘッドは、幾何学的特徴と物理的特徴の本発明による組合せを含むのが良い。例
えば、クラブヘッドは、大きな打撃表面積、大きなフェース長さ及び（又は）大きなフェ
ース高さを有するのが良い。打撃フェースのサイズを増大させることにより、スイートス
ポットが広くなり、それによりゴルフクラブが、寛容度（forgiveness ：打ち損じの少な
さ）が高くなり、したがって、プレーしやすくなる。
【００１５】
　クラブヘッドは、フェース－リヤ方向で測定して大きな深さを有するのが良い。クラブ
ヘッドの深さを大きくすることにより、重心が後方に移動し、これによっても、クラブヘ
ッドがプレーしやすくなる。本発明のこの特徴は、種々の仕方で、例えばクラウン表面積
で定量化できる。好ましくは、ゴルフクラブヘッドは、大きなクラウン表面積を有する。
これら有利な属性を一段と促進するため、クラウンの少なくとも一部分がクラブヘッドの
重心の下に位置した状態で、クラウンを打撃フェースから後方に傾斜させるのが良い。好
ましくは、クラウン周囲の大部分は、クラブヘッドの重心の下（ソール側）に配置される
。
【００１６】
　クラブヘッドを種々の方法で形成することができる。かかる方法の１つは、同時成形で
あり、即ち、２つの異種材料をこれら材料のうちの一方を他方に成形することにより互い
に直接接合する製造方法である。例えば、クラブヘッドの金属部分は、金型の少なくとも
一部を形成するのが良く、この金型は、クラブヘッドの第２の部分を軽量材料、例えばプ
ラスチック又は複合材から形成するために用いられる。他の金型部品も又、クラブヘッド
の金属部分と関連して利用できる。同時成形により、溶接又は接着剤が不要になる。クラ
ブヘッドの設計者は、これら公知の取付け手段により占められていた質量をクラブヘッド
の質量全体を増大させないで、他のより有利な仕方で自由に利用することができる。「空
けられた（freed-up）」質量分のかかる有利な使用としては、クラブヘッドの全体サイズ
を増大させること、クラブヘッドのスイートスポットのサイズを拡大させること、クラブ
ヘッドの重心を再位置決めすること及び（又は）大きな慣性モーメントを生じさせること
が挙げられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　添付の図面を参照して本発明を説明する。なお、図中、同一の参照符号は、同一の要素
を示している。
【００１８】
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　実施例の場合以外、或いは別段の指定が無ければ、例えば材料の量、慣性モーメント、
重心の位置及び明細書の以下の部分における他の量についての数値範囲、量、値及び百分
率は全て、たとえ「約」という用語が値、量又は範囲に添えて明示されていなくても、あ
たかも「約」という用語が前に付いているかの如く読まれるべきである。したがって、逆
のことが指定されていなければ、以下の説明及び特許請求の範囲に記載された数値パラメ
ータは、本発明が得ようとする所望の特性に応じてばらつきのある近似値である。最後に
、均等論の適用を特許請求の範囲に記載された本発明の範囲に限定する試みとしてではな
く、数値パラメータは各々、少なくとも、報告された有効桁数に照らし、そして通常の丸
め技法を適用することにより解釈されるべきである。
【００１９】
　本発明の範囲を説明する数値範囲及びパラメータは近似値であるにもかかわらず、任意
特定の実施例に記載された数値は、できるだけ正確なものとして報告されている。しかし
ながら、どの数値であっても、試験測定値に見られる標準偏差に必然的に起因する或る程
度の誤差を本来的に含む。さらに、限界が変化する数値範囲を本明細書に記載している場
合、記載した値を含むこれら値の任意の組合せを使用できることが意図されている。
【００２０】
　図１は、本発明のゴルフクラブヘッド１を示している。クラブヘッド１は、打撃フェー
ス１１、ソール１２、クラウン１３、スカート１４及びホーゼル１５を備えた本体１０を
有している。本体１０は、中空の内容積部１６を画定している。フォーム又は他の材料が
内容積部１６を部分的に又は完全に満たすのが良い。重りを内容積部１６を部分的に又は
完全に満たすのが良い。重りを内容積部１６内に設けるのが良いが、このようにするかど
うかは任意である。フェース１１には、種々の設計の溝又はスコアラインを設けるのが良
い。クラブヘッド１は、トウＴ及びヒールＨを有する。
【００２１】
　図１のこの図示の実施形態では、クラブヘッド１は、互いに協働して内容積部１６を構
成する複数個の本体部材で構成されている。第１の本体部材１０１は、ソール部分及びフ
ェース部分を有する。第１の本体部材１０１は、フェース１１全体及びソール１２全体を
含んでいても良い。変形例として、フェース１１とソール１２のいずれか一方又はこれら
両方は、第１の本体部材１０１に結合又は接着されたインサートであっても良い。クラブ
ヘッド１は、公知の仕方でスカート１４に沿って第１の本体部材１０１に結合又は接着さ
れた少なくとも１つの第２の本体部材１０２を更に有する。クラウン１３は、本体部材１
０１，１０２のいずれかの一体的な一部であっても良く、或いは、本体部材１０１，１０
２のいずれか一方に結合又は接着されたインサートであっても良い。第２の本体部材１０
２は、凹状部分２０を有し、この凹状部分は、本体部材１０１，１０２を結合又は接着す
ると、内容積部１６内に内方へ延びる。図２は、例示の第２の本体部材１０２を単独で示
す図である。
【００２２】
　第１の本体部材１０１は、好ましくは、金属材料、例えばステンレス鋼、アルミニウム
又はチタンで作られる。第１の本体部材１０１の材料は、これがゴルフボール又は地面を
打つことによって生じる応力及び歪みを含むゴルフスイングの際に生じる応力又は歪みに
耐えることができるように選択される。クラブヘッド１は、かかる力に繰り返し耐えるこ
とができる主要荷重支持構造体を形成するよう設計されるのが良い。クラブヘッド１の他
の部分、例えばスカート１４は、受ける応力及び歪みのレベルが小さく、有利にはかかる
他の部分に代えて、軽量で重り効果の高い補助材料を用いるのが良い。軽量重り材料、例
えば、上述の金属材料も低い密度又は同等な密度を有する低密度金属合金、プラスチック
、複合材等をこれらの領域に用いることができ、それにより、有利には、クラブヘッド設
計者は、「節約した」ウエイト又は質量分をクラブヘッド１の他のより有利な場所に再分
布させることができる。クラブヘッド１のこれらの部分も又薄手に作るのが良く、これに
よりウエイトの節約が促進される。この再分布したウエイトに関する例示の使用例として
は、クラブヘッド１の全体サイズを増大させること、クラブヘッドの「スイートスポット
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」（スイートスポットは、ゴルフボールを打った際に望ましいゴルフショットが結果的に
得られるようにするフェース１１の領域を意味する用語である）のサイズを拡大させるこ
と、クラブヘッド１の重心を再位置決めすること及び（又は）大きな慣性モーメント（Ｍ
ＯＩ）を生じさせることが挙げられる。慣性は、もし外力が働かなければ、物体は静止状
態のままであり又は一様な運動状態のままである物質の性質である。ＭＯＩは、所与の軸
線回りの角加速度に対する物体の抵抗の尺度であり、物体中の質量の各要素と軸線からの
この要素の距離の二乗の積の和に等しい。かくして、軸線からの距離は増大するにつれて
、ＭＯＩが増大し、それにより心外れ打ちに対するクラブの寛容度が高くなる。というの
は、クラブヘッドの捩りに起因するインパクトの際のエネルギーの損失が少ないからであ
る。質量をクラブヘッド周囲に移し又は再配置することにより、スイートスポットが拡大
し、より寛容度の高いクラブが得られる。クラブヘッドサイズを増大させると共にできる
だけ大きな質量をクラブヘッド１の最も外側に位置する領域、例えばヒールＨ、トウＴ又
はソール１２に移すことにより、スイートスポットを拡大し又は大きなＭＯＩを生じさせ
る機会が最大になり、それによりゴルフクラブがより面白くなると共にその寛容度が高く
なる。
【００２３】
　第２の本体部材１０２は、軽量であり、これにより、クラブヘッドの重心を下方にずら
すと共にクラブヘッド１の全体的重量を増大させないでどこか有利な場所のために重量を
空ける機会が得られる。第２の本体部材１０２の肉厚が、所望の厚さの最小範囲にある場
合、補強本体層をこの第２の本体部材が変形を示す場合に重要な領域に追加するのが良い
。第２の本体部材１０２を薄く作ることによりこれらの利点を一段と促進することができ
る。クラブヘッド１の構造的健全性が維持されるようにするために、これら薄いパネルは
、好ましくは、凹状部分２０を有するのが良い。これら凹状部分２０を設けることにより
、第２の本体部材１０２は、永久歪を受けず又は元の見かけ状態に影響を及ぼさないで、
長手方向と横方向の両方における大きな応力に耐えることができ、それにより、クラブヘ
ッド１の構造的健全性が維持される。第１の本体部材１０１の好ましい厚さは、０．０３
インチ（０．７６ｍｍ）～０．０５インチ（１．２７ｍｍ）であり、第２の本体部材１０
２の好ましい厚さは、０．０１５インチ（０．３８１ｍｍ）～０．０２５インチ（０．６
３５ｍｍ）である。好ましくは、凹状部分２０は、少なくとも１０立方センチメートルを
占める。より好ましくは、凹状部分２０は、少なくとも２５立方センチメートルを占める
。クラブヘッド１は事実上任意のサイズのものであって良いが、好ましくは、法定のクラ
ブヘッドである。複数個の凹状部分２０をクラブヘッド１に用いるのが良い。例えば、一
様なサイズ又は漸変サイズの凹状部分２０をトウ、ヒール、バック等に設けるのが良い。
【００２４】
　図３は、本発明の第２のクラブヘッド２のフェース１１に実質的に垂直に取った断面図
、図４は、クラブヘッド２の底面図である。凹状部分２０は、好ましくは、アドレス時に
はゴルファーには見えない。凹状部分２０に加えて、第２の本体部材１０２は、内容積部
１６から全体として遠ざかって延びる凸状膨らみ２２を更に有する。インサート２３を凸
状膨らみ内に位置決めするのが良い。インサート２３は、クラブヘッド２の外部からは見
えず、かくして、破線を用いて図示されている。好ましい実施形態では、インサート２３
は、重りインサートである。膨らみ２３が凸状であることにより、膨らみがクラブヘッド
２に与える機械的利点を最大にするようウエイトを位置決めすることができる。図４に示
すように、クラブヘッド２は、例えばクラブヘッド２のヒール側及びトウ側に複数個の凸
状の膨らみ２２を有するのが良い。クラブ設計者は、インサート２３を所望に応じて膨ら
み２２内に配置することができる。インサートの質量は、互いに実質的に等しいのが良い
。変形例として、インサートのうちの１つは、他のインサートよりも大きな質量を有して
も良い。これは、フックスイング又はスライススイングを矯正するようクラブを設計する
のに有利な場合がある。重りインサート２３の好ましい質量範囲は、１グラム～５０グラ
ムである。
【００２５】
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　図３に示すように、第１の本体部材１０１は、ソール１２の大部分を構成するのが良く
、第２の本体部材１０２は、クラウン１３の大部分を構成するのが良い。これは、有利に
は、質量のうちの大部分をクラブヘッド２の上部から除去する。この実施形態では、第１
の本体部材１０１は、その縁に沿ってぐるりと延びる取付け周囲１８を有する。第２の本
体部材１０２は、取付け周囲１８に沿って第１の本体部材１０１に結合又は接着されてい
る。第１の本体部材１０１と第２の本体部材１０２は、協働して内容積部１６を構成する
。取付け周囲１８は好ましくは、２つの取付け面１８ａ，１８ｂを画定する段部を有する
のが良い。図示のように、第２の本体部材１０２は、本体部材１０１，１０２相互間の強
固な結合又は接着を保証するのに役立つようこれら取付け面１８ａ，１８ｂの両方に結合
又は接着されるのが良い。
【００２６】
　本体部材１０１，１０２を種々の方法で形成することができるが、好ましい方法では、
クラブヘッドシェル全体（第１の本体部材１０１）を公知の仕方で形成し、材料を除去し
て第２の本体部材１０２を結合又は接着することができる開口部を形成する。開口部を任
意所望の仕方で、例えばレーザで形成することができる。第２の本体部材１０２を種々の
方法で、例えば、結合又は結合と関連したスナップ嵌めにより第１の本体部材１０１に接
合することができる。凹状インサートついて複合材を用いる場合、０／９０／４５／－４
５／９０／０の６枚のプライを成形することが好ましい。
【００２７】
　図５～図９は、本発明の追加の特徴を示している。これらの図に示された実施形態では
、クラブヘッド１は、クラウンン部分１３、ソール１２、ヒール部分Ｈ、トウ部分Ｔ、ヒ
ール部分Ｈをトウ部分Ｔに連結するスカート部分１４、フロントフェース１１及びヒール
部分Ｈから延びるホーゼル２４を有している。クラブヘッド１は、シートを例えば溶接又
は鋳造により好ましくはチタン合金から互いに接合することにより形成されたものである
のが良い。クラウン部分１３を、例えば炭素繊維複合材、ポリプロピレン、ケブラー、マ
グネシウム又は熱可塑性樹脂のような材料から作るのが良い。ホーゼル２４は、中心軸線
Ｃ／Ｌを定めるボアを有する。
【００２８】
　図９に最も良く示されているように、本発明のクラブヘッド１は、最高峰且つ下方の位
置にある重心Ｇを有する。重心Ｇの存在場所は、２つの補助重り、即ち、トウ側補助重り
２６及びヒール側補助重り２８の配設によってずらされており、これら両方の重りは、部
分的に、ゴルフクラブヘッドの伝統的な概観の外部に位置している。図５～図９に示すよ
うに、２つの補助重り要素２６，２８の配設場所は、定められた接触箇所からのこれらの
距離の関係によって定められる。クラブヘッドが５９゜のライアングルφの状態にあると
き、ソール１２の最も低い接触箇所は、重心Ｇの真下の中心点Ｃのところにある。
【００２９】
　本明細書において、補助重り２６，２８の配設場所を定める一方法について説明する。
図８に示すように、ホーゼル２４の中心線Ｃ／Ｌは、フロントフェース１１の後面から距
離Ｄをおいたところでソールプレート１２と交差する。クラブヘッドの後縁に実質的に平
行な線Ｂ－Ｂを延長させると（距離Ｄを保ちながら）、フロントフェース１１の中点に垂
直であってこれから後方に延びる線Ａ－Ａと交点Ｐが生じる。線Ａ－Ａは、クラブヘッド
１の中央を通り、そしてクラブヘッドの重心Ｇの真下を通る。この交点Ｐは、線Ａ－Ａと
、ホーゼル中心線Ｃ／Ｌとソール１２の交点のところに位置する垂直平面との交点によっ
ても定めることができる。各補助重り２６，２８の重心Ｃ／Ｇは、交点Ｐの後方に少なく
とも１．５０インチ（３．８１ｃｍ）の距離Ｗのところに位置すると共にソールプレート
１２の中心Ｃである最も低い接触点よりも上方に最大０．２５インチ（６．３５ｍｍ）の
距離Ｚのところに位置し、各補助重りは、トウ側補助重り２６についてはトウＴ寄りに距
離Ｙ１であり、ヒール側補助重り２８についてはＨ寄りに距離Ｙ２である線Ａ－Ａから互
いに逆方向に少なくとも０．７５インチ（１９．０５ｍｍ）離れたところに位置する。
【００３０】



(13) JP 2008-114080 A 2008.5.22

10

20

30

40

50

　本発明に関しては、補助重り２６，２８の配設場所を中心点Ｃから測定することにより
求めることもできる。各補助重り２６，２８の重心は、中心点Ｃから線Ａ－Ａに沿って後
方に少なくとも０．５０インチ（１２．７ｍｍ）の距離Ｘのところ、中心点Ｃの上方に最
大０．２５インチのところ、且つ、互いに逆方向に線Ａ－Ａからトウ側補助重り２６につ
いてはトウＴ寄りに、ヒール側補助重り２８についてはヒールＨ寄りに最小０．７５イン
チの距離Ｚのところに位置する。かくして、各補助重り２６，２８は、中心点Ｃから最小
０．９０インチ（２２．８６ｍｍ）のところに位置する。
【００３１】
　補助重り２６，２８は、クラブヘッド重量に対して特定の調節を行うよう設計された複
数個の重りから選択されるのが良い。補助重り２６，２８を定位置に溶接し又は接着剤に
より取り付けるのが良い。重り２６，２８は、一般に重いインサート、例えば、鋼、ニッ
ケル又はタングステンで作られるのが良い。好ましくは、クラブヘッド１の本体は、チタ
ンで作られ、クラウン部分１３は、軽量材料、例えば炭素繊維複合材、ポリプロピレン、
ケブラー、熱可塑性樹脂、マグネシウム又は他の或る適当な軽量材料で作られる。クラブ
ヘッド１の好ましい体積は、３５０ｃｃ～４６０ｃｃである。補助重り２６，２８は、好
ましくは、質量が２～３５グラムであり、１０～３５グラムが、より好ましい。例えばシ
ャフト撓み箇所、シャフト重量、シャフト剛性、フェースアングル及びクラブロフトのよ
うなパラメータを変更することにより、広範なゴルファーに対応することが可能であるこ
とは周知である。しかしながら、本発明は、低く、後方であり、しかも中心が広い重心を
作ることによりクラブヘッドの質量特性（重心及び慣性モーメント）を最適化するうえで
最も重要な打ち上げ上の検討事項に取り組む。本発明のクラブヘッド１は、典型的には重
みづけに利用されないクラブヘッドの領域を包囲する。というのは、かかる領域は、クラ
ブヘッドの伝統的な概観を悪く変えるからである。このクラブヘッド１の設計により、補
助重り２６，２８の一部分は、クラブヘッドの通常の輪郭から外へ膨らむことができる。
【００３２】
　図１０は、本発明のゴルフクラブヘッド１の底面図である。スカート１４は、クラブヘ
ッド１の後部寄りに開口部３０を有している。インサート３５が、公知の仕方で、例えば
、取付け周囲１８により開口部３０内に位置決めされていて、内容積部１６を協働して構
成している。好ましくは、インサート３５は、軽量材料、例えば複合材又はポリマー材料
で作られる。軽量インサート３５を用いることにより、本来的に、クラブヘッドの質量が
クラブヘッド１のソール１２寄りにずれる。また、これにより、全体的なクラブヘッド重
量及び質量について典型的な値を維持しながら特定の慣性モーメント及び（又は）重心の
配設場所を達成するよう重り部材を設けることができる。
【００３３】
　図１１は、本発明のゴルフクラブヘッド１の底面図である。補助重り２６，２８に加え
て、クラブヘッド１は、トウ側補助重り２６とヒール側補助重り２８との中間に位置した
インサート２７を有する。インサート２７は、トウ側及びヒール側補助重り２６，２８と
類似した重りインサートであるのが良く、この場合、インサートは、２～３５グラムの好
ましい質量を有する。変形例として、或いは、重り部材であることに加えて、インサート
２７は、１つ又は２つ以上の標識、例えばモデル又は製造業者の表示を含んでも良い。ク
ラブヘッド１は、ソールインサート１０５を更に有し、図示の実施形態では、２つのかか
るソールインサート１０５が示されている。これらインサート１０５は、好ましくは、上
述したような軽量材料で作られる。かかる材料は、恐らくは、ゴルフクラブの通常の使用
中に例えばソール１２が生じる地面との接触に耐えるのに十分頑丈である。しかしながら
、ソール１２の弧の形は、図示の実施形態では、インサート１０５が地面に接触する恐れ
を最小限に抑える。ソールインサート１０５を設けることにより、例えばトウインサート
２６、中間インサート２７及び（又は）ヒールインサート２８のところでのクラブヘッド
内における有利な配置場所が得られるよう多くの質量分が空けられる。インサート１０５
をソール１２の中心寄りに配置することにより、本来的に、質量がクラブヘッド１の外側
部分寄りに移され、クラブヘッドのＭＯＩが向上する。
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【００３４】
　図１２は、図１１のクラブヘッド１の１２－１２線矢視断面図である。ここでは、クラ
ウン１３が、金属製の第１の本体部材１０１に結合されたインサートであることが分かる
。クラウンインサート１３は、好ましくは、軽量材料で作られ、有利には、クラブヘッド
の重心を下方にずらすと共にクラブヘッド１の全体的重量を増大させないで、どこか他の
有利な場所のために更に質量分を空ける。クラウンインサート１３、スカートインサート
３５、第２の本体部材インサート１０２及びソールインサート１０５を収納位置決めする
ための穴を設けたことにより、第１の本体部材１０１は、フレームの概観を取る。本発明
の特定の実施形態では、インサート１３，３５，１０２，１０５を全て設ける必要はない
ことに注目されるべきである。ただし、これらを全て設けても良い。第１の本体部材１０
１がフレーム状になっていることにより、ゴルフスイングの際に生じる応力及び歪み（ゴ
ルフボール又は地面を打つことにより生じる応力及び歪みを含む）が減少したレベルの応
力及び歪みを受けるクラブヘッド１の軽量部分に悪影響を及ぼすことがないようにする荷
重支持構造が得られる。第２の本体部材１０２、クラウン１３、スカートインサート３５
及びソールインサート１０５を含むのが良いこれらクラブヘッド部分は、有利には、上述
した金属材料よりも低い密度を有し又はこれと同等な密度を有する軽量の重り効果の高い
補助材料、例えば低密度金属合金、プラスチック、複合材等で作られ、それにより、有利
には、クラブヘッド設計者は、「節約した」重量又は質量分をクラブヘッド１の他の有利
な場所に再分布することができる。クラブヘッド１のこれら部分も又、薄く作られるのが
良く、それにより重量の節約が促進される。
【００３５】
　第１の本体部材１０１は、好ましくは、各インサート（クラウン１３を含む）について
取付け周囲１８を有する。これら取付け周囲１８は、それぞれの開口部の縁に沿ってぐる
りと延びている。好ましくは、各取付け周囲１８は、２つの取付け面１８ａ，１８ｂを構
成する段部を有し、これら取付け面は、それぞれのクラブヘッドコンポーネント相互間の
強固な結合を一段と保証することができる。（図１２の各取付け周囲１８は、２つの取付
け面１８ａ，１８ｂを構成する段部を有しているが、かかる取付け面１８ａ，１８ｂは、
分かりやすくするために１つの場所にしか示されていない。）
【００３６】
　クラブヘッド１に設けられていて、インサート１３，３５，１０２，１０５が収納され
る開口部は、好ましくは、クラブヘッドシェル全体を公知の仕方で形成し、次にこれに開
口部を形成することにより形成できる。開口部を形成する好ましい一方法は、レーザを用
いて第１の本体部材１０１の金属材料を部分的に除去することである。この方法は、厳密
な公差をもたらす。取付け面１８ａ，１８ｂを含む取付け周囲１８を種々の仕方で、例え
ば、クラブヘッド１に開口部をレーザ切断した後に第１の本体部材１０１を機械加工して
形成できる。
【００３７】
　接着剤及び取付け面１８ａ，１８ｂを用いる代わりに、軽量インサート１３，３５，１
０２，１０５を同時成形によりクラブヘッド１に結合しても良い。同時成形法により、イ
ンサートを定位置に保持し、取付け面及び接着剤、溶接面等を必要としないでクラブヘッ
ド１に結合することができる。これら伝統的な接合材料及び構造体を用いないようにする
ことにより、クラブヘッド１内の有利な場所に位置決めされるべき多くの質量が空けられ
る。クラブヘッド設計者は、取付け面及び取付け媒体（接着剤、エポキシ、溶接ビード、
機械的締結部等）により費やされていた質量分を所望に応じて自由に位置決めして、例え
ば、クラブヘッドの全体的重量を増大させないでクラブヘッドの重心を有利に位置決めし
、所望の重心配設場所を達成し、所望の慣性モーメント特性を達成し、クラブヘッドサイ
ズを増大させ、クラブヘッドスイートスポットを拡張させること等を行うことができる。
この同時成形法を種々の仕方で実施することができる。かかる一方法では、初期クラブヘ
ッド本体を公知の仕方で形成する。初期クラブヘッド本体は、好ましくは、１つ又は２つ
以上のキャビティ又は凹部を有する。これについては、例えば、図１０の開口部３０を参
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照されたい。しかる後、初期クラブヘッド本体を金型内に配置する。次に、液体材料を金
型内に注入し、開口部３０を充填し又は少なくともこれに接触させる。当然のことながら
、金型の内部は、所望の形状を完成状態のクラブヘッドに与えるよう形作られている。初
期クラブヘッド及び成形材料を金型内に必要な時間の間保持し、これらに、用いられた材
料について妥当な場合所要の熱サイクルを施す。このように、軽量成形材料をクラブヘッ
ド本体の金属製（又は他の）材料に直接取り付ける。次に、クラブヘッドをインサート３
５がそのままの状態で金型から取り出す。変形例として、液体成形材料に代えて、複合材
又は他の軽量材料のプライを用いても良い。成形時間及び成形温度は、用いられる材料、
形成されるべき部品の厚さ及び当業者には知られている他の要因に応じて様々であろう。
金型は、クラブヘッドを設計者によって要望される他の部品、例えばインフレート可能な
袋を有するのが良い。成形プロセスが完了した後又は成形プロセスが完全に完了する前に
、所望ならば、袋をデフレートさせてクラブヘッド本体に設けられている小さな穴を介し
て取り出し、この穴は、後で充填し又は覆う。また、変形例として、金型を部分的に金型
部品で形成しても良く、これら金型部品を例えばフェースに設けられた開口部を介して後
でクラブヘッド内部から取り出し、この開口部を後でインサートにより覆う。成形材料は
、開口部全体に沿ってクラブヘッドの他の（「大きいほうの」）部分に接触する必要はな
いことは注目されるべきである。これとは異なり、大きいほうの本体と小さいほうの本体
の接触関係は、結果的に得られるゴルフクラブの機械的健全性及び構造的健全性を維持す
るためには、必要とされる程度の強さを必要とするに過ぎない。この制限された接触領域
は、例えば、インフレート可能な袋を用いることにより達成できる。上述の本発明の特徴
、例えば、重り２３，２６，２８を同時成形ソール１２にも用いることができる。
【００３８】
　必要な材料の量及び数を減少させることに加えて、同時成形は又、有利には、ゴルフク
ラブヘッドを設計者により従来用いられていない材料の使用を可能にする。例えば、軽量
インサート材料として半透明なプラスチック材料を使用することができる。また、成形材
料の厚さを減少させることができる。例えば、同時成形インサートの厚さは、１～１．２
ｍｍであるのが良い。成形インサートは、例えば滑らかな内面及び異形外面又は異形内面
及び滑らかな外面を提供することにより、漸変厚さを有しても良い。半透明な材料を用い
る場合、インサートの厚さを変化させることにより色付け及び（又は）陰影付けを変化さ
せることができる。
【００３９】
　各ソールインサート１０５は、好ましくは、０．５グラム～１０グラム、より好ましく
は１グラム～５グラムの質量を有する。ソールインサート３０５及び他のインサートは、
余分な接着剤のための場所を提供するよう僅かに斜切され又は段付けされるのが良い。一
実施形態では、トウ側ソールインサート２６及びヒール側ソールインサート２８は各々、
４グラム～７グラムの好ましい質量を有し、中間インサートソール２７は、２グラム～３
グラムの好ましい質量を有する。一実施形態では、クラブヘッドコンポーネントの厚さは
、壁がフェース１１寄りに厚く且つクラブヘッド１の後部寄りに薄くなるようにテーパが
付けられる。かかる肉厚のテーパにより、クラブヘッド１内の有利な配置のための質量分
が空けられる。
【００４０】
　本発明の別の特徴では、フェース１１は、比較的広く作られる。広いフェース１１を設
けることにより、例えばクラブヘッドのスイートスポットのサイズが増大すると共にクラ
ブヘッド中心線から一層遠ざかった重り部材の有利な配置が可能になるのでクラブヘッド
のプレー性及び寛容度が向上する。ゴルフ規則の管理又は統治団体は、クラブヘッドのヒ
ールからトウまでの最大距離を５インチ（１２．７ｃｍ）と考え、更に、クラブヘッドの
ソールからクラウンまでの最大距離を２．８インチ（７．１１２ｃｍ）と考えている。か
くして、図１３及び図１４に示す好ましい実施形態では、フェースは、５インチの長さＦ
Ｌ（即ち、フェース１１の幅の最も広い部分に沿うヒール－トウ方向の測定値）を有する
と共に２．８インチの高さＦＨ（即ち、フェース１１の最も高い部分に沿うソール－クラ
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ウン方向における測定値）を有する。これら寸法は規則に準拠しようとするには僅かに小
さいのが良い。例えば、フェース長さＦＬは、４．５～５インチ（１０．１６～１２．７
ｃｍ）、より好ましくは４．８～５インチ（１２．１９～１２．７ｃｍ）であるのが良く
、フェース高さＦＨは、２．５～２．８インチ（６．３５～７．１１２ｃｍ）、好ましく
は２．６５～２．８インチ（６．７３１～７．１１２ｃｍ）であるのが良い。フェース１
１の寸法は、アスペクト比としても表すことができ、このアスペクト比は、フェース長さ
ＦＬとフェース高さＦＨの比である。フェース１１に関するアスペクト比は、好ましくは
、１．５～２、より好ましくは１．７～１．９である。フェース寸法は、フェース表面積
の測定値としても表すことができる。好ましくは、フェース表面積は、４０ｃｍ2以上、
より好ましくは４５ｃｍ2以上、更により好ましくは５０ｃｍ2以上である。フェース表面
積に関する好ましい範囲は、４０ｃｍ2～６０ｃｍ2である。好ましい一実施形態では、フ
ェース表面積は、約５４ｃｍ2である。
【００４１】
　大きなフェース１１（即ち、ヒール－トウ寸法（ＦＬ）において幅が広く且つソール－
クラウン寸法（ＦＨ）において高い）を有することに加えて、クラブヘッド１は、フェー
ス－リヤ寸法においても長いのが良い。長いクラブヘッド本体１０を設けることにより、
クラブヘッドの重心が、フェースから後方に移され、それにより、結果として得られるゴ
ルフクラブのプレー性が一段と向上する。これは又、フェース１１の遙か後ろの、一実施
形態では、クラブヘッド中心線から離れた重りの有利な配置を可能にする。ゴルフ規則の
管理又は統治団体は、クラブヘッドのヒールからトウまでの距離がフェースからバックま
での距離よりも長くなければならないと考えている。かくして、好ましい実施形態では、
クラブヘッド深さＨＤは、クラブフェース幅よりも少し小さい。クラブヘッド深さＨＤに
関する好ましい寸法は、４．５～５インチであるのが良く、より好ましくは、４．８～５
インチである。好ましくは、クラブヘッド深さＨＤは、クラブヘッドフェース長さＦＬの
±０．２５インチ（６．３５ｍｍ）である。
【００４２】
　好ましくは、クラブヘッド寸法は、次の要素、即ち、
　・ヒール及びトウ（寸法ＦＬ）及び
　・フェース及びバック（寸法ＨＤ）の最も外側の箇所の垂直投影像相互間の水平線で且
つソール及びクラウン（寸法ＦＨ）の最も外側の箇所の水平投影像相互間の垂直線に関し
て測定される。
【００４３】
　ＣＯＲは、ゴルフクラブ、特にウッドタイプゴルフクラブ、例えばクラブヘッド１の重
要な特性である。ＣＯＲは、２つの互いに衝突する物体、この場合、ゴルフクラブとゴル
フボールとの間のエネルギーの伝達効率の尺度である。エネルギー伝達効率、即ち、ＣＯ
Ｒが増大すると、初期ボール速度及びボール飛行距離が増大する。ゴルフショットの際、
クラブフェース及びゴルフボールは、インパクト時に変形する。クラブフェースが、変形
し、次に、ボールが回復する以上に回復することができる。衝突の力学又は物理学の究極
的な目的は、ボールが持続する変形量を制限することである。というのは、ボールに生じ
る熱等に起因してエネルギーが完全衝突状態から失われるからである。打撃フェース１１
がフェース１１の多くの割合にわたりできるだけ多く変形し又は撓むことができるように
することにより、性能の高い打撃フェース１１を製作することができる。クラブフェース
の変形量が増大すると、クラブヘッドのＣＯＲ及びボールに及ぼされる力も増大する。本
発明の広いクラブヘッド１は、好ましくは、大きなＣＯＲ、例えば０．８以上、より好ま
しくは０．８２以上のＣＯＲを有する。好ましい特定のＣＯＲ値の１つは、０．８３であ
り、これは、ゴルフの管理又は統治団体によって許可されている最大限度である。
【００４４】
　クラブフェース１１の幅（ヒール－トウ）の増大及びクラブヘッド１の長さ（フロント
－バック）の増大により、クラウン１３は、増大した表面積を有する。このクラウン表面
積は、好ましくは、１００ｃｍ2以上、又は約１００ｃｍ2～１５０ｃｍ2であり、例示の
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クラウン表面積の１つは、約１０７ｃｍ2である。さらに、クラブヘッドの後部のところ
のクラウン－フェース交点からクラウン－スカート交点までのクラブヘッド１の実質的に
中心のところの距離は、４インチ（１０．１６ｃｍ）以上である。より好ましくは、この
距離は、４．２５インチ（１０．７９５ｃｍ）以上、より好ましくは４．５インチ（１１
．４３ｃｍ）以上である。この距離は、クラブフェース１１に垂直であり、例えば、クラ
ブフェース１１の重心を通る垂直平面内におけるクラウンに沿う軌跡として測定できる。
【００４５】
　上述したように、正しくバランスをとった大型のクラブヘッドを提供した結果として、
クラブのプレー性及び寛容度が高くなる。クラブヘッド１は、好ましくは、４００ｃｍ3

以上の体積を有する。より好ましくは、このクラブヘッド体積は、４２５ｃｍ3以上であ
る。さらにより好ましくは、クラブヘッドの体積は、４５０ｃｍ3以上である。ゴルフ規
則の管理又は統治団体は、クラブヘッドは、１０ｃｍ3の許容誤差で４６０ｃｍ3を超えて
はならないと考えている。かくして、クラブヘッド体積は、管理又は統治団体によって課
される制限を満たす必要がある。
【００４６】
　クラブヘッドの重心をソール１２寄りに位置決めすると共にクラブヘッドＭＯＩを増大
させ、それによりクラブヘッド１の寛容度及びプレー性を向上させるようにするため、ク
ラブヘッド１のクラウン１３は、独特な設計を有するのが良い。本発明のこの特徴によれ
ば、クラブヘッドの外周の少なくとも３５％が、クラブヘッドの重心の下に配置される。
本明細書で用いる「外周」という用語は、クラウン１３の最も外側の領域のアーク長（弧
長）として定義される。この特徴は、図１５～図１７に示されている。まず最初に図１５
を参照すると、クラブヘッド１（クラウン１３が省かれている）の背面図が示されている
。クラブヘッドの重心ＣＧを通る水平面ＨＰが、基準目的で示されている。図１５のクラ
ブヘッドのヒール側の図を示す図１６で理解されるように、クラブヘッド本体１０及びク
ラウン１３（図示せず）は、クラブヘッド１のフロント部分からリヤ部分まで下方に傾斜
している。図１７は、クラウン１３が定位置にある状態の図１５のゴルフクラブヘッドの
平面図である。傾斜したクラウンプロフィールに起因して、クラウン１３の大部分は、ク
ラブヘッドの重心ＣＧの下に位置している。クラウン１３の外周は、２つのアーク長Ａ１
，Ａ２で構成されている。図１７では、太い実線で示されたＡ１は、クラブヘッドの重心
ＣＧの上に位置するクラウン外周の部分を示している。図１７に太い破線で示されたＡ２
は、クラブヘッドの重心ＣＧの下に位置するクラウン外周の部分を示している。図１７に
示す例示の実施形態では、クラウン外周の３５％が、クラブヘッドの重心ＣＧの下に位置
する。別の好ましい実施形態では、クラウン外周の４０％は、クラブヘッドの重心ＣＧの
下に位置する。さらに別の好ましい実施形態では、クラウン外周の４５％は、クラブヘッ
ドの重心ＣＧの下に位置する。別の好ましい実施形態では、クラブヘッド１のリヤ高さは
、クラブヘッドのフロント高さの２５％以下である。
【００４７】
　結果として得られるゴルフクラブの通常の使用中に生じる応力及び歪みを吸収すると共
に伝達する構造的又は補剛リブ４０を設けるのが良い。かかるリブ４０に有利な配設場所
の１つは、湾曲した凸状プロフィール（クラブヘッド１の上からみて）を有するクラウン
の中央部分に沿った場所である。リブ４０がゴルフクラブの使用中に生じる応力及び歪み
の大部分を受け持つので、クラウン１３の他の部分は、ゴルフクラブのプレー性を促進す
るよう設計できる。例えば、クラウン１３は、凹状ディンプルＤ1，Ｄ2を有するのが良い
。ディンプルＤ1，Ｄ2は、クラウンプロフィールを下に下げ、それにより、クラブヘッド
の重心が下に下がる。クラブヘッドトウの方へずらされたディンプルＤ1に関する好まし
い寸法は、深さＤＤ1については２．９～３．５インチ（７．３６６～８．８９ｃｍ）で
あり、３～３．３インチ（７．６２～８．３８２ｃｍ）がより好ましく、幅ＤＷ1につい
ては、２．２～２．６インチ（５．５８８～６．６０４ｃｍ）であり、２．３～２．５イ
ンチ（５．８４２～６．３５ｃｍ）がより好ましい。クラブヘッドヒールの方へずらされ
たディンプルＤ2についての好ましい寸法は、深さＤＤ2については、２．８～３．４イン
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チ（７．１１２～８．６３６ｃｍ）であり、３．１～３．３インチ（７．８７４～８．３
８２ｃｍが、より好ましく、幅ＤＷ2については、１．９～２．３インチ（４．８２６～
５．８４２ｃｍ）であり、２～２．２インチ（５．０８～５．５８８ｃｍ）が、より好ま
しい。変形例として、ディンプルＤ1，Ｄ2は、同一であっても良い。しかしながら、バラ
ンスが正しくとれたクラブヘッドを達成するため、ホーゼル１５の存在及びクラブヘッド
のパー（規準打数）エリアのような要因に照らして、ディンプルＤ1，Ｄ2は、上述したよ
うに異なる寸法及び形状のものであるのが良い。好ましくは、ソール１２から測定した重
心の高さＣＧＨは、１インチ（２．５４ｃｍ）未満である。変形例として、重心高さＣＧ
Ｈは、０．７～１．１インチ（１．７７８～２．５４ｃｍ）であり、より好ましくは、０
．８～０．９インチ（２．０３２～２．２８６ｃｍ）である。これらの技術的思想は、図
１８に示されており、図１８は、ゴルフクラブヘッドの正面図であり、３つの断面図を含
む。断面Ａ－Ａは、クラブヘッドの中央部分を通り、断面Ｂ－Ｂは、クラブヘッドのトウ
部分を通り、断面Ｃ－Ｃは、クラブヘッドのヒール部分を通っている。
【００４８】
　クラブヘッドの上方部分から重量を更に除くため、クラウン又はクラウンの部分を例え
ば上述の第２の本体部材１０２に関して説明した軽量材料で構成するのが良い。クラウン
１３全体をかかる軽量材料で作るのが良く、或いは、クラウンの所々だけ、例えばディン
プルＤ1及び（又は）Ｄ2を軽量材料で作るのが良い。「軽量材料」という用語は、金属又
は他の典型的に重い材料の薄い部分を含むことは注目されるべきである。上述したクラウ
ン１３の湾曲プロフィールは、クラウン１３の構造的健全性が維持されるようにするのに
役立つ。また、上述のクラブヘッドの属性は、有利なＭＯＩをクラブヘッド１に与える。
好ましくは、クラブヘッド１は、クラブヘッドの重心を通る水平軸線回りに２６０ｋｇ・
ｍｍ2以上のＭＯＩ及びクラブヘッドの重心を通る垂直軸線回りに４２０ｋｇ・ｍｍ2以上
のＭＯＩを有する。より好ましくは、これらＭＯＩの値は、それぞれ、２７０ｋｇ・ｍｍ
2及び４５０ｋｇ・ｍｍ2である。より好ましくは、ＭＯＩの値は、それぞれ、２８０ｋｇ
・ｍｍ2及び４７０ｋｇ・ｍｍ2である。ＭＯＩの上限は、それぞれ、３５０ｋｇ・ｍｍ2

及び５５０ｋｇ・ｍｍ2であるのが良い。
【００４９】
　原文明細書において、本発明の説明の関連で用いられる“ａ”、“ａｎ”及び“ｔｈｅ
”及び類似の文字は、もし別段の指示がなく又は明らかに文脈と矛盾しなければ、単数と
複数の両方を含むものと理解されるべきである。本明細書に記載した値の範囲は、もし別
段の指示がなければ、個々にこの範囲に属する別々の値の各々を参照する手短な方法とし
て役立つに過ぎず、別々の値は各々、あたかもこれが個々に本明細書において記載されて
いたかのように本明細書に組み込まれる。
【００５０】
　本明細書において方向を表す表現、リヤ（後）、フロント（前）、下方等は、アドレス
位置で地面においたときのクラブヘッドに関してのものである。これについては、例えば
、図９を参照されたい。方向を表す用語は、本明細書において開示した本発明の技術的思
想の理解を容易にするために記載されており、本発明を限定するのものと解釈されてはな
らない。
【００５１】
　本発明の好ましい実施形態を上述したが、これら実施形態は例示として与えられている
に過ぎず、本発明を限定するものではないことは理解されるべきである。当業者であれば
、本発明の精神及び範囲から逸脱することなく、これら実施形態の形態及び細部における
種々の変更例を想到できる。例えば、２つの本体部材を上述したが、本発明は、３つ以上
の本体部材を有するクラブヘッドに具体化できる。加うるに、本発明は、図示のウッドタ
イプクラブに加えて任意のタイプのクラブに具体化できる。かくして、本発明は上述の例
示の実施形態によって限定されるべきではなく、特許請求の範囲の本発明の範囲及びこれ
らの均等範囲によってのみ定められるべきである。さらに、本発明の或る特定の利点を本
明細書において説明したが、本発明の任意の特定の実施形態に従ってかかる利点を必ずし
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も全て達成できるとは限らないことは理解されるべきである。かくして、例えば、当業者
であれば、本発明は、本明細書において教示され又は示唆された他の利点を必ずしも達成
することなく、本明細書において教示された１つの利点又は利点の組合せを達成し又は最
適化する仕方で具体化でき又は実施できることは認識されよう。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明のゴルフクラブヘッドを示す図である。
【図２】図１のゴルフクラブヘッドの本体部材を示す図である。
【図３】本発明の第２のクラブヘッドを示す図である。
【図４】図３のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【図５】本発明のクラブヘッドの底面側斜視図である。
【図６】図５のクラブヘッドの背面図である。
【図７】図５のクラブヘッドのヒール側側面図である。
【図８】図５のクラブヘッドの概略底面図である。
【図９】図５のクラブヘッドの断面正面図である。
【図１０】本発明のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【図１１】本発明のゴルフクラブヘッドの底面図である。
【図１２】図１１のゴルフクラブヘッドの１２－１２線矢視断面図である。
【図１３】本発明のゴルフクラブヘッドの正面図である。
【図１４】図１３のゴルフクラブヘッドの平面図である。
【図１５】クラウンを省いた状態の本発明のゴルフクラブヘッドの背面図である。
【図１６】図１５のゴルフクラブヘッドのヒール側の図である。
【図１７】クラウンが定位置にある状態の図１５のゴルフクラブヘッドの平面図である。
【図１８】本発明のゴルフクラブヘッドの正面図であり、ゴルフクラブヘッドの３つの断
面図を含む。
【符号の説明】
【００５３】
　１　ゴルフクラブヘッド
　１０　本体
　１１　打撃フェース
　１２　ソール
　１３　クラウン
　１４　スカート
　１５　ホーゼル
　１６　内容積部
　２０　凹み部分
　２２　凸状膨らみ
　２３　インサート
　２６，２８　補助重り
　１０１　第１の本体部材
　１０２　第２の本体部材
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